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四
季
の
丘
陵
の
心
安
ら
ぐ
風
景
を
望
む
こ

の
秋
葉
区
で
、
区
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か

な
令
和
二
年
の
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
の
幕
を
開
け
た
昨
年
は
、「
Ｓ
Ｌ
ば

ん
え
つ
物
語
」
号
の
運
転
再
開
と
定
期
運
行

二
十
周
年
、
石
油
の
世
界
館
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
国
営
石
油
会
社
と
の
連
携
協
定
、
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
覚
路
津
出
身
・
稲
垣
啓
太

選
手
の
大
活
躍
な
ど
、
秋
葉
区
ら
し
さ
あ
ふ

れ
る
元
気
な
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
全
体
で
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
が
進
み
始
め
、
市
・
区
の
人
口
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
元
年
度
の
市
政
世

論
調
査
で
は
、「
今
後
も
っ
と
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
も
の
」と
い
う
質
問
に
、「
ま
ち
な
か

の
活
性
化
」
が
五
年
連
続
で
区
の
一
位
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、
重
要
な
ご
意
見
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
秋
葉
区
で
は
移
住
な
ど

に
よ
る
転
入
が
転
出
を
上
回
る「
社
会
増
」が

続
い
て
い
ま
す
。
緑
豊
か
な
里
山
で
の
子
育

て
な
ど
独
特
の
魅
力
を
備
え
、
生
活
利
便
性

が
高
く
住
み
よ
い
と
こ
ろ
と
い
う
評
価
が
定

着
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も“
ア
キ
ハ
ス
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”を

は
じ
め
、
ま
ち
の
個
性
を
生
か
し
伸
ば
す
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
こ
こ
に
住
む
こ
と
に
誇

り
と
愛
着
が
持
て
る
、
活
気
あ
る
秋
葉
区
づ

く
り
を
職
員
挙
げ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
健
康
な
笑
顔
が
、
ま
ち
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
葉
区
長　

夏
目
久
義

新
春
を
迎
え
て

アキハスムプロジェクトが
「住む」という視点から捉える
秋葉区の 6つの魅力
里山、歴史、食、花、川、鉄道
それぞれが「住む」を楽しく深める
秋葉区の財産です

アナタのまわりには
どんな魅力がありますか

移住モデル地区（HAPPYターンモデル）

　新潟市では、地域が主体となって移住促進に取り
組む地区を「移住モデル地区」として指定しており、
現在指定されている4地区のうち2地区が秋葉区の

「小須戸地区」「金津里山地区」です。
　秋葉区では、移住促進に向けた取り組みを支援す
るとともに、地域の魅力発信を行っています。

SNSフォトコンテスト開催中！
　自慢したい秋葉区の魅力を撮影し、Instagram・
Facebook・Twitterのいずれかに「＃アキハスム」と 
６つの魅力のうち該当するものをハッシュタグにつ
けて投稿してください（応募締切は2月2日）。
　入賞作品は、大型バナーとなってJR新津駅東西自
由通路に掲示されるほか「あきは区役所だより」の表
紙に掲載、素敵なプレゼントもあります！

秋葉区の魅力発信
　秋葉区の魅力や「移住モデル地区」だけでなく、

「Akihaもち麦プロジェクト」「秋葉さとやま手帖」や、
秋葉区自治協議会の情報なども発信しています。
　今後もさまざまな取り組みや秋葉区の「住んでよ
かった」を発信していきます。
問い合わせ　地域総務課 企画担当
　　　　　　（☎25－5672）
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